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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
東
方
光
曝
散
～
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｂ
ｏ
ｗ
　
ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
　
ｌ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
１
７
６
Ｎ

【
作
者
名
】

　
台
風
Ｘ
号

【
あ
ら
す
じ
】

　
東
方
靈
異
伝
よ
り
も
ス
テ
ー
ジ
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
台
風
Ｘ
号
の
東

方
シ
リ
ー
ズ
が
更
に
次
の
幻
想
郷
を
登
場
さ
せ
る
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
不
思
議
か
つ
異
変
極
め
る
過
剰
虹
（
前
書
き
）

遂
に
登
場
！
東
方
光
曝
散
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
不
思
議
か
つ
異
変
極
め
る
過
剰
虹

霊
夢
は
、
神
社
の
境
内
の
周
り
を
掃
除
し
て
い
た
。

「
大
雨
で
こ
れ
だ
け
ゴ
ミ
が
落
ち
て
く
る
と
は
ト
ホ
ホ
・
・
・
」

虹
が
変
な
形
を
し
て
い
た
。

そ
の
異
常
な
虹
は
、
５
つ
の
エ
リ
ア
で
も
み
ら
れ
た
。

咲
夜
は
レ
ミ
リ
ア
が
言
っ
て
か
ら
気
が
つ
い
た
。

他
の
み
ん
な
も
気
が
つ
い
て
此
の
異
常
を
確
か
め
る
こ
と
に
し
た
。

今
回
は
、
博
霊
霊
夢
、
霧
雨
魔
理
沙
、
十
六
夜
咲
夜
、
東
風
谷
早
苗
、
ケ
ン
・

ス
ザ
ン
ロ
の
５
人
で
あ
る
。

そ
し
て
今
回
新
た
な
幻
想
郷
は
、
念
死
彩
楼
で
あ
る
。

ね
ん
し
さ
い
ろ
う

今
回
登
場
す
る
ボ
ス
キ
ャ
ラ
を
紹
介
し
よ
う
。

サ
ン
バ
ラ
ス

種
族
　
妖
怪

性
別
　
男

能
力
　
影
を
作
り
出
す
程
度
の
能
力

緑
陽

種
族
　
妖
怪

性
別
　
女
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能
力
　
日
の
入
り
に
太
陽
を
緑
に
染
め
る
程
度
の
能
力

タ
ン
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ン
グ

種
族
　
烏
天
狗

性
別
　
女

能
力
　
月
に
タ
ン
ジ
ェ
ン
ト
ア
ー
ク
を
か
け
る
程
度
の
能
力

暈
針
子

種
族
　
妖
怪

性
別
　
女

能
力
　
日
と
月
に
暈
を
出
す
程
度
の
能
力

幻
祭
日
楼

げ
ん
さ
い
に
ち
ろ
う

種
族
　
人
間
と
妖
怪
の
ハ
ー
フ

性
別
　
男

能
力
　
幻
日
を
見
せ
る
程
度
の
能
力

幻
祭
月
子

げ
ん
さ
い
つ
き
こ

種
族
　
人
間
と
妖
怪
の
ハ
ー
フ

性
別
　
女

能
力
　
幻
月
を
見
せ
る
程
度
の
能
力

オ
ー
レ
オ
ル
・
レ
イ
ザ
ー
ド

種
族
　
妖
獣

性
別
　
女

能
力
　
自
ら
中
心
に
水
面
を
整
列
さ
せ
る
程
度
の
能
力

光
芒
田
多

こ
う
ぼ
う
た
だ

種
族
　
妖
怪

性
別
　
男
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能
力
　
光
の
筋
を
作
れ
る
程
度
の
能
力

環
滝
松
法
師

か
ん
だ
き
ま
つ
ほ
う
し

種
族
　
人
間

性
別
　
女

能
力
　
光
環
で
人
を
動
か
す
程
度
の
能
力

映
日
ハ
ル
ナ

種
族
　
妖
怪

性
別
　
女

能
力
　
雲
に
太
陽
を
映
す
程
度
の
能
力

虹
浦
蕪
太
郎

種
族
　
妖
怪

性
別
　
男

能
力
　
蕪
虹
で
人
を
脅
か
す
程
度
の
能
力

ホ
ワ
イ
ト
・
テ
ィ
ン
ボ
ー

種
族
　
入
道

性
別
　
男

能
力
　
白
い
虹
で
相
手
を
包
む
程
度
の
能
力

弐
子
陸
波
呂

に
し
お
か
は
ろ

種
族
　
妖
怪

性
別
　
男

能
力
　
暈
を
自
由
に
変
え
る
程
度
の
能
力

環
天
頂
モ
メ
ー
ン

種
族
　
妖
怪

性
別
　
女
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能
力
　
少
し
だ
け
恐
怖
を
与
え
る
程
度
の
能
力

崘
外
津
圷

ろ
ん
う
い
つ
あ
く
う

種
族
　
鬼

性
別
　
男

能
力
　
奇
妙
な
虹
を
操
る
程
度
の
能
力

竜
暫

り
ゅ
う
ざ
ん

種
族
　
神

性
別
　
男

能
力
　
天
候
の
全
て
を
操
る
程
度
の
能
力

フ
ラ
イ
ン
グ
・
ペ
ー
ト
ヴ

種
族
　
未
確
認
生
物

性
別
　
不
明

能
力
　
巨
大
な
雲
を
イ
モ
ム
シ
の
よ
う
に
操
る
程
度
の
能
力

さ
ぁ
、
ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
の
始
ま
り
で
あ
る
。

プ
ロ
ロ
ー
グ
テ
ー
マ
曲
　
過
剰
虹
は
５
を
呼
ぶ
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
不
思
議
か
つ
異
変
極
め
る
過
剰
虹
（
後
書
き
）

次
回
、
ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
　
激
突
！
だ
け
ど
弱
す
ぎ
・
・
・
。
お
楽
し
み
に
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ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
　
激
突
！
だ
け
ど
弱
す
ぎ
・
・
・
（
前
書
き
）

サ
ン
バ
ラ
ス
の
攻
撃
が
弱
く
、
十
六
夜
咲
夜
は
・
・
・
・
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ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
　
激
突
！
だ
け
ど
弱
す
ぎ
・
・
・

幻
想
郷
の
異
変
は
、
５
人
を
５
つ
つ
に
分
け
た
。

十
六
夜
咲
夜
は
、
サ
ン
バ
ラ
ス
が
い
る
場
所
へ
向
か
い
、
ケ
ン
・
ス
ザ
ン
ロ
は
、

緑
陽
が
い
る
場
所
へ
向
か
い
、
霧
雨
魔
理
沙
は
、
タ
ン
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
い

る
ほ
う
へ
向
か
い
、
東
風
谷
早
苗
は
、
暈
針
子
の
い
る
ほ
う
に
向
か
い
、
博
霊

霊
夢
は
、
幻
祭
日
楼
の
い
る
ほ
う
に
向
か
っ
た
。

十
六
夜
咲
夜
は
、
サ
ン
バ
ラ
ス
が
い
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
た
。

「
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
な
？
ま
さ
か
・
・
・
・
」

咲
夜
は
、
自
分
の
影
を
見
た
ら
気
配
が
し
た
。

「
そ
こ
に
い
る
の
は
、
分
か
っ
て
い
る
の
よ
！
」

ナ
イ
フ
で
逆
に
驚
か
し
た
。

「
ぎ
ぇ
ー
、
あ
の
メ
イ
ド
女
、
ナ
イ
フ
を
投
げ
て
き
や
が
っ
て
ー
！
」

サ
ン
バ
ラ
ス
は
、
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
取
り
だ
し
た
。

「
影
絵
　
不
知
火
の
炎
」

影
の
弾
幕
が
現
れ
た
。

「
影
を
見
れ
ば
避
け
れ
る
。
」
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サ
ン
バ
ラ
ス
は
、
そ
の
弱
点
を
突
か
れ
て
敗
北
し
て
し
ま
っ
た
。

「
雑
魚
み
た
い
に
弱
い
わ
。
」

一
方
、
緑
陽
の
ほ
う
で
は
・
・
・
・

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

緑
色
の
弾
幕
が
、
ケ
ン
・
ス
ザ
ン
ロ
に
襲
い
か
か
っ
た
。



11

ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
　
激
突
！
だ
け
ど
弱
す
ぎ
・
・
・
（
後
書
き
）

次
回
　
ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
２
　
　
緑
陽
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
闘
い
。
お
楽
し
み
に
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ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
２
　
　
緑
陽
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
闘
い
（
前
書
き
）

緑
陽
の
闘
い
と
タ
ン
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
闘
い
が
遂
に
始
ま
る
。
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ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
２
　
　
緑
陽
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
闘
い

ケ
ン
・
ス
ザ
ン
ロ
は
、
緑
陽
を
見
つ
け
て
早
速
十
字
架
で
攻
撃
し
た
。

「
覚
悟
し
な
さ
い
妖
怪
！
」

緑
陽
は
、
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
で
押
し
切
ろ
う
と
考
え
た
。

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

緑
色
の
弾
幕
が
、
ケ
ン
・
ス
ザ
ン
ロ
に
襲
い
か
か
っ
た
。

ス
ザ
ン
ロ
は
、
素
早
く
避
け
た
。

「
避
け
ら
れ
た
！
な
ら
ば
・
・
・
緑
録
　
さ
び
し
い
と
ぼ
し
い
緑
の
壁
」

次
の
弾
幕
も
避
け
ら
れ
、
驚
い
て
い
た
緑
陽
は
、
ケ
ン
・
ス
ザ
ン
ロ
に
倒
さ
れ

た
。

タ
ン
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ン
グ
は
、
魔
理
沙
と
大
激
闘
に
な
っ
て
い
た
。

「
月
虹
　
不
思
議
な
月
虹
」

逆
さ
虹
を
模
し
た
弾
幕
が
魔
理
沙
に
襲
い
か
か
っ
た
。

魔
理
沙
は
、
よ
け
な
が
ら
攻
撃
態
勢
を
着
実
に
整
え
て
い
た
。

「
行
く
ぜ
ー
！
」
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１
ス
テ
ー
ジ
道
中
テ
ー
マ
、
　
映
る
光
と
影

１
ス
テ
ー
ジ
ボ
ス
テ
ー
マ
、
世
に
も
理
不
尽
な
妖

２
ス
テ
ー
ジ
道
中
テ
ー
マ
、
自
然
の
残
り

２
ス
テ
ー
ジ
ボ
ス
テ
ー
マ
、
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
シ
ュ
～
サ
ン
フ
ラ
ッ
シ
ュ
～

３
ス
テ
ー
ジ
道
中
テ
ー
マ
、
月
衝
の
紜

３
ス
テ
ー
ジ
ボ
ス
テ
ー
マ
、
ル
ナ
テ
ィ
ッ
ク
タ
ン
ジ
ェ
ン
ト
ア
ー
ク
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ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
２
　
　
緑
陽
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
闘
い
（
後
書
き
）

次
回
　
ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
３
　
新
た
な
展
望
。
お
楽
し
み
に
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ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
３
　
新
た
な
展
望

早
苗
は
、
暈
針
子
を
見
つ
け
た
。

「
恋
の
傘
は
涙
の
雨
」

弾
幕
が
あ
わ
た
だ
し
い
せ
い
か
、
確
認
が
取
れ
な
か
っ
た
。

「
奇
跡
の
パ
ワ
ー
が
通
用
し
づ
ら
い
。
」

暈
針
子
は
、
瞬
時
に
早
苗
の
後
ろ
に
回
り
込
ん
だ
。

「
そ
こ
に
い
・
・
・
・
」

振
り
向
い
た
瞬
間
、
ま
た
い
な
か
っ
た
。

一
方
、
そ
の
頃
霊
夢
は
・
・
・
・

「
幻
祭
日
楼
、
貴
方
を
倒
す
わ
。
」

「
お
兄
さ
ん
、
や
ら
れ
な
い
で
。
」

「
貴
方
の
相
手
は
私
で
す
。
」

十
六
夜
咲
夜
が
や
っ
て
き
た
。

幻
祭
月
子
は
、
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
出
し
た
。

「
幻
月
　
三
つ
の
お
月
さ
ま
」
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「
幻
日
　
太
陽
弐
承
」

二
つ
の
弾
幕
は
、
咲
夜
と
霊
夢
に
襲
い
か
か
っ
た
。

ス
テ
ー
ジ
４
ボ
ス
テ
ー
マ
、
か
さ
か
け
少
女
～
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
　
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
～

ス
テ
ー
ジ
５
ボ
ス
テ
ー
マ
、
幻
の
お
日
さ
ま
に
目
指
す

ス
テ
ー
ジ
６
ボ
ス
テ
ー
マ
、
さ
れ
ど
幻
の
月
は
憎
め
る
？
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ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
３
　
新
た
な
展
望
（
後
書
き
）

次
回
　
ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
４
　
　
念
死
彩
楼
を
守
っ
て
い
る
巫
女
。
お
楽
し
み

に
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ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
４
　
　
念
死
彩
楼
を
守
っ
て
い
る
巫
女

ケ
ン
・
ス
ザ
ン
ロ
と
魔
理
沙
は
、
し
ょ
っ
ぱ
な
が
ら
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
が
、

別
の
場
所
に
移
動
し
て
い
た
。

魔
理
沙
は
、
光
芒
田
多
に
遭
遇
し
た
。

「
私
は
、
こ
い
つ
を
倒
す
。
ス
ザ
ン
ロ
は
、
向
こ
う
に
行
け
！
」

「
分
か
っ
た
わ
。
」

魔
理
沙
は
、
光
芒
が
す
で
に
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い

た
。

「
行
く
よ
ー
！
光
芒
　
光
の
筋
の
カ
ニ
ュ
ラ
ン
ム
ラ
ン
」

光
の
筋
の
弾
幕
が
襲
い
か
か
っ
た
。

「
く
っ
、
避
け
に
く
い
。
」

魔
理
沙
は
、
避
け
る
こ
と
ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
て
い
た
。

「
水
面
整
列
の
大
突
破
」

後
ろ
か
ら
、
衝
撃
波
型
の
弾
幕
が
襲
い
か
か
っ
た
。

オ
ー
レ
オ
ル
・
レ
イ
ザ
ー
ド
が
魔
理
沙
を
襲
っ
た
の
で
あ
る
。

「
俺
の
相
手
を
取
ら
な
い
で
く
れ
な
い
か
？
」
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「
な
に
よ
！
一
人
で
は
何
も
で
き
な
い
く
せ
に
。
馬
鹿
に
も
ほ
ど
が
あ
る
わ
。
」

「
悪
い
、
俺
の
言
い
方
が
悪
か
っ
た
。
」

魔
理
沙
は
、
地
面
に
は
い
つ
く
ば
っ
て
倒
れ
て
い
た
。

ケ
ン
・
ス
ザ
ン
ロ
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
攻
撃
を
よ
け
て
い
た
。

「
あ
れ
が
、
念
死
彩
楼
の
巫
女
。
」

環
滝
松
法
師
と
い
う
名
前
で
あ
る
。
ケ
ン
・
ス
ザ
ン
ロ
同
様
、
男
性
と
勘
違
い

さ
れ
る
女
性
で
あ
る
。

「
光
環
　
六
鳫
佚
刑
」

六
つ
の
環
の
弾
幕
が
、
襲
い
か
か
っ
て
き
た
。

ケ
ン
・
ス
ザ
ン
ロ
は
、
そ
の
弾
幕
を
よ
け
た
。

「
追
跡
型
の
弾
幕
な
の
！
」

環
滝
松
法
師
が
そ
う
い
う
と
ケ
ン
・
ス
ザ
ン
ロ
は
、
環
滝
松
法
師
に
向
か
っ
て

行
っ
た
。

ス
テ
ー
ジ
７
の
テ
ー
マ
、
整
列
水
一
世
の
閃
光

ス
テ
ー
ジ
８
の
テ
ー
マ
、
光
芒
幻
烈

ス
テ
ー
ジ
９
の
テ
ー
マ
、
大
気
光
学
巫
女
現
象
～
ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｎ
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ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ
　
ｐ
ｈ
ｅ
ｎ
ｏ
ｒ
ｎ
ｅ
ｎ
ｏ
ｎ
～
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ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
４
　
　
念
死
彩
楼
を
守
っ
て
い
る
巫
女
（
後
書
き
）

次
回
　
ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
５
　
　
急
げ
、
早
苗
。
魔
理
沙
が
危
な
い
。
お
楽
し

み
に



23

ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
５
　
急
げ
、
早
苗
！
魔
理
沙
が
危
な
い

魔
理
沙
は
、
オ
ー
レ
オ
ル
・
レ
イ
ザ
ー
ド
の
攻
撃
を
受
け
て
体
が
少
し
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
っ
て
い
た
。

「
く
っ
、
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
や
ば
い
ぜ
。
二
人
を
相
手
に
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

隙
を
作
っ
て
攻
撃
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
難
し
い
。
」

魔
理
沙
は
、
一
か
八
か
二
人
の
敵
に
弾
幕
を
解
き
放
っ
た
。

「
恋
色
マ
ス
タ
ー
ス
パ
ー
ク
」

二
人
は
、
弾
幕
を
軽
々
と
よ
け
た
。

「
な
に
っ
！
」

「
悪
い
わ
ね
、
あ
な
た
に
は
、
こ
れ
を
食
ら
わ
せ
て
あ
げ
る
。
蒼
符
　
水
の
整

列
戦
」

魔
理
沙
は
、
弾
幕
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
。

帽
子
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
た
。

「
く
そ
、
私
は
こ
い
つ
ら
を
倒
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
よ
！
」

右
ほ
お
か
ら
出
て
い
る
血
を
手
で
少
し
滲
ま
せ
て
い
る
魔
理
沙
。

「
死
に
さ
ら
す
ぜ
！
光
芒
　
せ
っ
か
ち
な
光
の
聖
な
る
ロ
ー
ド
」
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魔
理
沙
は
、
殺
ら
れ
る
こ
と
を
覚
悟
し
た
。

「
五
星
符
　
奇
跡
の
覚
醒
」

早
苗
の
弾
幕
が
、
光
芒
の
弾
幕
を
防
い
だ
。

「
早
苗
か
。
」

「
そ
う
よ
。
」
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ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
５
　
急
げ
、
早
苗
！
魔
理
沙
が
危
な
い
（
後
書
き
）

次
回
　
ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
６
　
２
Ｖ
Ｓ
２
の
死
闘
。
お
楽
し
み
に
！
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ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
６
　
２
Ｖ
Ｓ
２
の
死
闘

早
苗
と
魔
理
沙
は
、
光
芒
と
オ
ー
レ
オ
ル
を
見
て
い
た
。

「
あ
っ
ち
も
、
二
人
揃
っ
た
ん
だ
。
」

「
オ
ー
レ
オ
ル
、
二
人
を
一
斉
に
倒
そ
う
よ
。
」

「
そ
う
し
ま
し
ょ
。
」

魔
理
沙
と
早
苗
、
光
芒
と
オ
ー
レ
オ
ル
の
戦
い
は
５
時
間
以
上
続
い
た
。

オ
ー
レ
オ
ル
と
光
芒
が
敗
北
を
認
め
た
。

魔
理
沙
と
早
苗
は
、
少
し
満
足
を
し
て
い
た
。

一
方
そ
の
頃
、
咲
夜
と
霊
夢
は
・
・
・

「
幻
祭
兄
妹
よ
。
私
達
の
タ
ッ
グ
技
を
受
け
な
さ
い
。
」

「
良
い
ぜ
、
受
け
て
や
る
よ
。
」

「
兄
さ
ん
、
そ
ん
な
こ
と
を
引
き
受
け
な
い
で
。
」

「
必
殺
！
夢
想
ド
ー
ル
！
」

幻
祭
兄
妹
は
、
弾
幕
に
巻
き
込
ま
れ
た
。

「
降
参
し
ま
す
っ
！
」
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幻
祭
兄
妹
は
、
負
け
を
認
め
た
。
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ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
６
　
２
Ｖ
Ｓ
２
の
死
闘
（
後
書
き
）

次
回
　
ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
７
　
博
霊
の
巫
女
Ｖ
Ｓ
念
死
彩
楼
の
巫
女
。
お
楽
し

み
に
！
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
７
　
博
霊
の
巫
女
Ｖ
Ｓ
念
死
彩
楼
の
巫
女

「
闇
十
字
　
ダ
ー
ク
・
オ
ー
ル
ド
」

「
光
環
　
光
の
阿
修
羅
舞
」

ケ
ン
・
ス
ザ
ン
ロ
は
、
闇
十
字
の
攻
撃
を
壊
さ
れ
て
行
動
に
移
す
の
に
時
間
を

掛
け
過
ぎ
て
い
た
。

「
駄
目
よ
。
こ
ん
な
で
は
・
・
・
」

環
滝
松
法
師
は
、
次
の
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
用
意
し
て
い
た
。

「
さ
ぁ
、
出
て
こ
い
よ
。
次
で
決
着
つ
け
よ
う
よ
。
」

「
夢
想
封
印
・
礼
の
零
」

霊
夢
の
弾
幕
が
環
滝
松
法
師
を
か
す
め
た
。

「
霊
夢
！
」

「
ケ
ン
・
ス
ザ
ン
ロ
、
こ
こ
に
い
た
の
。
」

「
と
い
う
よ
り
、
環
滝
松
法
師
の
行
動
力
強
い
で
す
よ
。
」

「
分
か
っ
た
わ
。
」

「
光
環
　
凍
て
つ
い
た
光
環
」
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氷
の
よ
う
な
光
を
伴
っ
た
弾
幕
が
数
多
く
襲
来
し
た
。

霊
夢
と
ケ
ン
・
ス
ザ
ン
ロ
は
、
避
け
る
こ
と
に
集
中
し
た
。
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
７
　
博
霊
の
巫
女
Ｖ
Ｓ
念
死
彩
楼
の
巫
女
（
後
書
き
）

次
回
　
ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
８
　
魔
理
沙
た
ち
も
加
勢
。
お
楽
し
み
に
！
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
８
　
魔
理
沙
た
ち
も
加
勢

環
滝
松
法
師
の
弾
幕
攻
撃
に
反
撃
の
暇
が
な
い
。

「
ま
ず
い
わ
、
こ
の
ま
ま
で
は
近
寄
れ
な
い
。
」

霊
夢
は
、
悩
ん
だ
末
に
一
枚
の
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
取
り
出
し
た
。

「
そ
の
カ
ー
ド
っ
て
・
・
・
」

「
夢
想
封
印
の
進
化
バ
ー
ジ
ョ
ン
よ
。
」

環
滝
は
、
更
な
る
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
使
お
う
と
し
て
い
た
。

「
こ
れ
で
最
後
か
。
ま
ぁ
い
い
通
常
攻
撃
で
行
く
わ
。
」

そ
の
時
、
魔
理
沙
と
昨
夜
と
早
苗
が
や
っ
て
き
た
。

「
加
勢
す
る
ぜ
！
」

こ
れ
で
五
人
と
な
っ
た
。

「
五
人
全
員
揃
い
ま
し
た
ね
。
光
環
　
弐
然
豪
雨
」

突
然
、
光
の
弾
幕
が
５
人
に
襲
い
か
か
っ
て
き
た
。

「
こ
れ
で
は
よ
け
る
の
が
や
っ
と
で
す
わ
。
」

「
環
滝
の
攻
撃
を
な
る
べ
く
避
け
て
攻
撃
し
な
い
と
。
」
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
８
　
魔
理
沙
た
ち
も
加
勢
（
後
書
き
）

次
回
　
ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
９
　
　
夢
想
破
戦
。
お
楽
し
み
に
！
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
９
　
夢
想
破
戦

環
滝
の
攻
撃
は
ま
だ
続
く
。

「
こ
れ
よ
り
先
は
通
さ
な
い
。
竜
暫
様
の
ご
命
令
に
従
わ
な
け
れ
ば
。
」

弾
幕
が
次
第
に
力
を
増
し
て
い
た
。

「
そ
ろ
そ
ろ
や
ば
く
な
り
ま
し
た
ね
。
」

「
闇
十
壁
の
防
御
！
」

弾
幕
の
結
界
で
バ
リ
ア
を
張
っ
た
。

「
霊
夢
今
だ
！
」

ス
ザ
ン
ロ
の
合
図
と
同
時
に
霊
夢
は
弾
幕
を
放
っ
た
。

「
夢
想
破
戦
！
」

咲
夜
は
、
そ
の
弾
幕
に
驚
い
た
。

「
霊
夢
の
進
化
し
た
弾
幕
・
・
・
」

環
滝
に
命
中
し
、
戦
い
は
終
焉
し
た
。

環
滝
は
５
人
の
面
々
に
言
っ
た
。

「
良
か
っ
た
ね
。
勝
て
て
。
で
も
竜
暫
様
に
勝
て
る
の
？
」
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「
勝
っ
て
見
せ
る
ぜ
！
竜
暫
と
い
う
や
つ
に
な
。
」

環
滝
松
法
師
は
、
映
日
ハ
ル
ナ
達
に
後
を
託
し
て
い
た
。

「
そ
う
簡
単
に
行
か
せ
ま
せ
ん
。
竜
暫
様
の
強
み
を
信
じ
て
。
」
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
９
　
夢
想
破
戦
（
後
書
き
）

次
回
　
ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
０
　
映
日
ハ
ル
ナ
達
五
人
の
奇
襲
。
お
楽
し
み
に

！
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
０
　
映
日
ハ
ル
ナ
達
五
人
の
奇
襲

映
日
ハ
ル
ナ
達
五
人
が
待
ち
伏
せ
を
し
て
い
た
。

「
そ
ろ
そ
ろ
で
す
ね
。
映
日
さ
ん
。
」

「
私
、
環
天
頂
と
し
て
わ
く
わ
く
し
て
き
た
わ
。
」

「
霊
夢
と
い
う
者
が
現
れ
た
ら
一
斉
に
阻
止
す
る
の
よ
。
」

「
了
解
！
」

誤
認
、
映
日
ハ
ル
ナ
、
虹
浦
蕪
太
郎
、
ホ
ワ
イ
ト
・
テ
ィ
ン
ボ
ー
、
弐
子
陸
波

呂
、
環
天
頂
モ
メ
ー
ン
此
の
五
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
相
手
と
な
る
存
在
で
あ
る
。

霊
夢
た
ち
は
、
再
び
二
手
に
分
か
れ
た
。

霊
夢
と
魔
理
沙
は
、
環
天
頂
モ
メ
ー
ン
と
ホ
ワ
イ
ト
・
テ
ィ
ン
ボ
ー
の
所
に
向

か
い
、
咲
夜
と
早
苗
と
ス
ザ
ン
ロ
は
、
映
日
ハ
ル
ナ
、
虹
浦
蕪
太
郎
、
弐
子
陸

波
呂
と
対
決
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

５
体
５
の
大
激
突
、
チ
ー
ム
を
う
ま
く
分
散
し
た
戦
い
と
な
る
。

映
日
ハ
ル
ナ
は
、
十
六
夜
咲
夜
と
対
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
私
に
勝
と
う
と
す
る
の
な
ら
、
味
わ
っ
と
き
な
さ
い
。
映
日
符
　
過
漏
斗
癪

迅
」

普
通
の
弾
幕
の
よ
う
に
抜
け
よ
う
と
し
た
の
だ
が
・
・
・
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「
な
に
、
急
に
動
き
が
遅
く
な
っ
た
。
」

「
そ
し
て
、
こ
の
ま
ま
一
気
に
早
く
な
る
。
」

咲
夜
は
、
左
腕
と
右
ほ
お
に
か
す
り
傷
が
で
き
た
。
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
０
　
映
日
ハ
ル
ナ
達
五
人
の
奇
襲
（
後
書
き
）

次
回
　
ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
１
　
目
的
。
お
楽
し
み
に
。

久
々
に
更
新
し
ま
し
た
。
ス
ラ
ン
プ
じ
ゃ
な
い
の
よ
。
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
１
　
目
的

映
日
ハ
ル
ナ
の
攻
撃
は
次
な
る
行
動
の
ス
テ
ッ
プ
に
な
り
変
わ
り
始
め
た
。

咲
夜
は
そ
れ
を
見
抜
い
て
い
た
。

「
次
の
一
手
が
来
る
。
」

「
映
日
符
　
綿
凪
憔
悴
陣
」

花
弁
が
２
枚
ず
つ
散
っ
て
い
く
よ
う
な
弾
幕
だ
が
厄
介
だ
っ
た
。

「
規
模
が
大
き
い
。
」

「
ふ
ふ
、
こ
れ
が
避
け
る
の
か
期
待
し
て
や
る
わ
。
」

環
天
頂
モ
メ
ー
ン
は
、
霊
夢
の
攻
撃
を
避
け
て
い
た
。

「
私
の
行
動
を
防
ぐ
な
ん
て
で
き
る
わ
け
が
な
い
。
環
天
頂
怒
突
破
」

不
気
味
な
カ
ー
テ
ン
状
の
弾
幕
が
霊
夢
を
襲
っ
た
。

「
く
っ
・
・
・
い
な
い
。
ど
こ
行
っ
た
の
？
」

環
天
頂
モ
メ
ー
ン
の
秘
儀
ス
ペ
ル
が
発
動
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

「
じ
ゃ
、
や
り
ま
し
ょ
う
か
。
」

ホ
ワ
イ
ト
・
テ
ィ
ン
ボ
ー
は
、
環
天
頂
モ
メ
ー
ン
の
秘
儀
ス
ペ
ル
を
知
っ
て
い
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た
。

「
あ
れ
を
使
う
の
か
。
」
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
１
　
目
的
（
後
書
き
）

次
回
　
ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
２
　
秘
儀
ス
ペ
ル
「
竜
暫
様
の
地
な
ら
し
」
。
お

楽
し
み
に
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

東方光曝散～rainbow　right　litter～
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
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説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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